
令
和
時
代
の
情
報
社
会
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

～
特
に
災
害
時
の
自
助
、
共
助
、
公
助
に
つ
い
て
～

み
や
き
町
長　
　

岡　
　

毅

町
の
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組
や
出
来
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を
紹
介
！

み
や
き
プ
ラ
ス

み
や
き
プ
ラ
ス
No.18

　

「
令
和
」
時
代
に
な
っ
て
早
６
年
。
情
報

社
会
は
日
々
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
特
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
情
報
通
信
機
器
に
お
け
る
情
報
伝
達

技
術
や
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
人
工
知
能
分
野
は

世
の
中
を
大
き
く
変
革
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
上
手
く
使
い
こ
な
す
と
良
い

道
具
、
悪
用
す
れ
ば
悪
い
道
具
に
も
な

る
た
め
、
そ
れ
ら
を
ど
う
使
い
こ
な
す

か
を
学
び
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
が
『
令
和
時
代
の
情
報
社
会
に

生
き
る
』
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

み
や
き
町
の
行
政
内
部
で
も
、
一
部
の

業
務
に
Ａ
Ｉ
技
術
を
取
り
入
れ
、
業
務

効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
知
り
得
た
情

報
を
上
手
に

活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に

身
の
危
険
が
迫
る
災
害
の
場
面
で
は

な
お
さ
ら
で
す
。
福
祉
分
野
や
災
害
時

に
使
わ
れ
る
「
自
助

、
共
助

、
公
助
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、「
自
助
」

⇒

自
分
自
身
が
自
分
の
身
を
守
る
、

「

共
助
」⇒

地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

い
っ
た
周
囲
の
人
た
ち
が
協
力
し
て

助
け
合
う
、
「
公
助
」⇒

市
町
村
、
県
、

消
防
、
警
察
、自
衛
隊
な
ど
行
政
に
よ
る

救
助
や
援
助
の
意
味
で
す
が
、
並
び
の

と
お
り
順
序
が
あ
り
ま
す
。
①
「
自
助
」
、

②
「
共
助
」
、
③
「
公
助
」
で
す
。
全
て
の

方
を
「
共
助
」「
公
助
」
で
助
け
る
に
は

限
界
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
自
助
」
が

ス
タ
ー
ト
な
の
で
す
。

　

み
や
き
町
で
は
「
広
報
紙
」「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
な
ど
で
情
報
発
信

し
て
い
ま
す
が
、
災
害
が
近
づ
い
た
時
は

こ
れ
に
加
え
「
防
災
行
政
無
線
」「
防
災

ラ
ジ
オ
」「
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｏ
ボ
タ
ン
」
な
ど
も

活
用
し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
は

「
自
助
」の
た
め
に
も
、
様
々
な
情
報
手
段

（
ツ
ー
ル
）の
中
か
ら
自
分
に
と
っ
て
最
適

な
方
法
を
見
つ
け
、
い
ち
早
く
「
情
報
」

を
掴
む
努
力
を
お
願
い
し
た
い
。
な
ぜ

な
ら
、
み
や
き
町
が
目
指
す
社
会
は
、

「
未
来
に
躍
動
す
る
『
共
感
』『
協
働
』

の
ま
ち
」
だ
か
ら
で
す
！！


